
特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
家

族
会

主
催

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
家

族
会

主
催

ふ
れ
あ
い
夏

ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
夏

ま
つ
り

し
ほ

ろ
輝
く
未
来
へ
　
し
ほ
ろ
創
生

広
報

2024
№
76710

■
主
な
内
容

■
主
な
内
容

・
令
和
５
年
度
の
決
算
状
況
を
公
表
し
ま
す

・
令
和
５
年
度
の
決
算
状
況
を
公
表
し
ま
す
�・・・・・・・・・・・・・・・・・・
�・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P２
～
５

P２
～
５

・
防
災
に
つ
い
て
　
パ
ー
ト
56　

自
主
防
災
会
意
見
交
換
会
の
開
催

・
防
災
に
つ
い
て
　
パ
ー
ト
56　

自
主
防
災
会
意
見
交
換
会
の
開
催
�・・・・・・
�・・・・・・

P６P６
・
９
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件

・
９
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件
�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P11
P11



令和５年度の決算状況を公表します令和５年度の決算状況を公表します

一般会計の執行状況一般会計の執行状況

　令和５年度の一般会計決算額は、歳入総額で89億567万1千円となり、対前年度比5億564万円7
千円、6％の増となりました。主な要因としては、国庫支出金や諸収入で大きく減となった一方で、
道支出金について、麦・大豆生産技術向上事業補助金などの増により、対前年度比4億2,813万3千円、
98％の増、繰入金では、財政調整基金からの繰入など、対前年度比3億2,476万7千円、117.2％の
増となったことによるものであります。
　町税については、固定資産税や市町村たばこ税は増となりましたが、町民税で対前年度比4,075万
9千円、7.3％の減となり、総額で対前年度比2,845万4千円、2.4％の減となりました。
　地方交付税については、普通交付税において、対前年度比1,695万2千円、0.6％の増、特別交付
税においては、対前年度比1,518万9千円、4.8％の減となりました。
　また、歳出総額は84億5,344万5千円となり、対前年度比4億1,452万5千円、5.2％の増となりま
した。主な要因については、公債費（町の借金の返済）において、対前年度比で減となったものの、物
件費（光熱費など）が対前年度比1億2,660万9千円、10.5％の増、繰出金が対前年度比7,869万3千円、
17.1％の増となったことによるものです。

歳 入歳 入
89億0,567万円

歳 出歳 出
84億5,345万円

議会費

総務費

民生・衛生費

商工・労働費

農林業費

土木費

消防費

教育費

公債費

災害復旧費

町税

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

道支出金

財産収入

町債

諸収入

その他

0 10 20 ）円億（030 10 20 30 ）円億（40

11億7,899万円
12億0,744万円

31億5,199万円
31億5,023万円

1億0,330万円
8,078万円

1億2,482万円
1億2,159万円

6億0,096万円
7億0,140万円

8億6,521万円
4億3,707万円

1億5,511万円
1億4,278万円

5億5,704万円
2億9,221万円

2億8,895万円
5億6,626万円

18億7,930万円
17億0,026万円

令和５年度

令和４年度

7,775万円
7,803万円

14億6,320万円
17億8,862万円

25億9,073万円
24億1,517万円

2億8,374万円
3億1,299万円

14億1,417万円
8億0,456万円

10億3,300万円
9億8,390万円

7億2,237万円
7億3,313万円

0万円
3,479万円

6億2,772万円
6億8,601万円

2億4,077万円
2億0,172万円

令和５年度

令和４年度
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令和５年度の決算状況を公表します令和５年度の決算状況を公表します

特別会計の執行状況特別会計の執行状況
区　　　　分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 10億5,861万円 9億7,448万円 92.1% 9億7,395万円 92.0%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億1,472万円 1億1,510万円 100.3% 1億1,278万円 98.3%
介 護 保 険 事 業 8億4,838万円 7億7,430万円 91.3% 6億9,433万円 81.8%
介 護 サ ー ビ ス 事 業 5億8,951万円 5億6,653万円 96.1% 5億5,880万円 94.8%
簡 易 水 道 事 業 2億8,914万円 3億1,666万円 109.5% 2億5,748万円 89.1%
公 共 下 水 道 事 業 1億3,985万円 1億4,696万円 105.1% 1億2,274万円 87.8%
国民健康保
険病院事業

収益的収支 9億6,646万円 8億2,319万円 85.2% 8億9,889万円 93.0%
資本的収支 1億7,800万円 1億3,878万円 78.0% 1億7,523万円 98.4%

令和５年度の主な事業
【主要事業】
◎町道整備事業、橋梁長寿命化事業ほか・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《1億5,005万円》
◎公営住宅整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《9,340万円》
◎マイホーム建設支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《940万円》
◎土地改良事業基盤整備・・・・・・・・・・・・・・・・　《4億0,208万円》
◎多面的機能支払事業保全隊補助・・・・・・・・　《1億4,443万円》
◎しほろ温泉プラザ緑風再整備設計委託事業・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《2,065万円》
◎道の駅ピア21しほろ施設設備改修工事・・・・・　《2,313万円》
◎各種検定受検料助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《74万円》
◎アクティブライフフィットネス事業・・・・・・・・・・　《439万円》
◎高等学校等修学支援金給付事業・・・・・・・・・・・・・・　《280万円》
◎予防接種事業【拡充】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《3,048万円》
◎小・中学校給食費無償化事業・・・・・・・・・・・・・・　《2,712万円》
◎町づくり協働推進事業・パートナーシップ推進事業・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《1,025万円》
◎新築工事基本設計委託事業・
　（認定こども園・発達相談センター）・・・・・・・・・・　《856万円》
◎高齢者等移動支援事業助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《587万円》
◎移住促進事業補助金【拡充】・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《148万円》
◎ LED照明器具工事（町有施設外灯・総合福祉センター・・
　国保病院）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《8,182万円》
◎結婚新生活支援事業【拡充】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《29万円》

道の駅ピア21しほろ施設設備改修工事道の駅ピア21しほろ施設設備改修工事

小・中学校給食費無償化事業小・中学校給食費無償化事業

マイホーム建設支援事業マイホーム建設支援事業
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町
の
財
政
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か

を
表
す
主
な
指
標
に
健
全
化
判
断
比
率

（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
）

並
び
に
資
金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
５
つ
の
指
標
か
ら
、
士
幌
町

の
財
政
状
況
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の「
実
質
赤
字
額
」を
町
の

標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財
源（
町
税
、
普

通
交
付
税
な
ど
）の
規
模
を
表
す「
標
準

財
政
規
模
」で
除
し
た
比
率
で
、
町
の

一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
の
解
消

が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
本
町
の
令
和

５
年
度
決
算
で
は
、
実
質
赤
字
額
は
生

じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
各
特
別
会
計
を

含
む
全
会
計
の
赤
字
や
黒
字
の
合
算
額

を
標
準
財
政
規
模
で
除
し
た
比
率
で
、

町
全
体
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
た

も
の
で
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
同
様
、
こ
の
比
率
が

高
い
ほ
ど
赤
字
の
解
消
が
難
し
く
な
り

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、令和５年度決算時における「健全化判断比
率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）」並びに「資金不足比率」をお
知らせします。

ま
す
が
、
本
町
の
令
和
５
年
度
決
算
で

は
、
連
結
実
質
赤
字
額
は
生
じ
て
お
り

ま
せ
ん
。

■
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
が
負
担
す
る
全
会
計
お
よ

び
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
元
利
償
還
金

を
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で

除
し
た
比
率（
３
か
年
平
均
）で
、
借
入

金（
地
方
債
）の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に

準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
比
率
が
18
％
を
超
え
る
と
、
起

債（
借
金
）す
る
際
に
道
の
許
可
が
必
要

と
な
る「
許
可
団
体
」に
、
25
％
を
超
え

る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」と

な
り
ま
す
。

　
本
町
の
比
率
は
、
８
．
０
％
で
、
前

年
度（
７
．
１
％
）と
比
較
し
て
０
．
９

ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

■
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
を
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と

し
た
額
で
除
し
た
比
率
で
、
一
般
会
計

の
借
入
金（
地
方
債
）や
将
来
支
払
っ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時

点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
将
来
の
負
担
額

よ
り
も
そ
の
負
担
に
充
当
可
能
な
財
源

の
額
が
上
回
っ
て
お
り
、
将
来
負
担
比

率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の
不
足

額
が
、
事
業
規
模（
料
金
収
入
）に
対
し

て
ど
れ
だ
け
の
割
合
を
占
め
る
か
を
指

標
化
し
た
も
の
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計
で
は
、
流
動
負
債
よ
り

流
動
資
産
が
上
回
っ
て
お
り
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
及
び
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
で
は
、
資
金
不
足
が
発
生

し
て
い
な
い
た
め
、
資
金
不
足
比
率
は

算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
左
頁
に
も
あ
る
と
お
り
、
令
和
５
年

度
決
算
に
基
づ
く
本
町
の「
健
全
化
判

断
比
率
」に
つ
い
て
は
、
前
年
度
ま
で

と
同
様
に
、
す
べ
て
の
指
標
に
お
い
て

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、「
資
金
不

足
比
率
」に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
会

計
で
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
る
良
好

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
基
準

を
超
え
な
い
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
財

政
の
健
全
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
て
い
ま
す

士幌町財政健全化判断比率等の
公表について
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健全化判断比率
　令和５年度士幌町各会計の決算に基づき健全化判断比率を算定したところ、下表のとおり、いずれ
の指標についても早期健全化基準、財政再生基準を下回りました。
� （単位：％）

資金不足比率
　令和５年度士幌町各公営企業会計の決算に基づき資金不足比率を算定したところ、下表のとおり、
いずれの公営企業会計においても経営健全化基準を下回りました。
� （単位：％）

※実質赤字比率または連結実質赤字比率については、それぞれ赤字額がないため「－」と表示し、将
来負担比率については、将来の負担額よりもその負担に充当可能な財源の額が上回っており比率が
算定されないため「－」と表示しています。
※早期健全化基準：�基準値を１項目でも超過した場合、財政健全化団体として、自主的・計画的な財

政の健全化が求められる基準
※財政再生基準：�基準値を１項目でも超過した場合、財政再生団体として、国などの管理下で計画

的に財政の健全化を図ることが必要となる基準

※いずれの会計においても資金不足額がないため「－」で表示しています。
※経営健全化基準：�健全化判断比率における早期健全化基準に相当するもので、会計ごとに基準値を

超過した場合、自主的・計画的な財政の健全化が求められる基準

区　　分
算定結果

早期健全化基準 財政再生基準
令和５年度 令和４年度

実質赤字比率 － － １５. ０ ２０. ０

連結実質赤字比率 － － ２０. ０ ３０. ０

実質公債費比率 ８. ０ ７. １ ２５. ０ ３５. ０

将来負担比率 － － ３５０. ０ ―

会計の名称
算定結果

経営健全化基準
令和５年度 令和４年度

国民健康保険病院事業会計 － －

２０. ００簡易水道事業特別会計 － －

公共下水道事業特別会計 － －

令和５年度決算に基づく士幌町の
健全化判断比率および資金不足比率について
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自主防災会意見交換会の開催

【認定証の授与】【町長開会挨拶】

【意見交換の状況】

　８月27日、コミセン視聴覚室にて、自主防災会意見交換会が行われ、12団体、20名が参加し
ました。意見交換会は、町と各自主防災会が相互に連携を図り、自主防災体制を充実・強化し、
地域防災力の向上を図ることを目的として行われました。
　開会にあたり髙木町長は「自主防災会において、活動されている内容や悩まれていることを共
有していただくとともに、町に対する忌憚ない意見をいただくなど、充実した意見交換会になる
ように」とあいさつしました。
　始めに、近年新たに結成された自主防災会に認定証が授与されました。
　その後、町の防災対策の状況、各自主防災会の活動に関する意見交換や他自治体の自主防災会
の取り組み状況の紹介などが行われました。

※�阪神淡路大震災、東日本大震災、能登半島地震などにおいて、自主防災会の活動により多くの命が
救われています。今後結成をご検討の団体は、下記までご相談ください。

①高徳町内会� （平成20年）
②互譲町内会� （平成21年）
③友愛地区� （平成28年）
④東団地町内会� （平成28年）
⑤神苑町内会� （平成29年）
⑥西士幌� （平成29年）

⑦睦町内会� （平成30年）
⑧佐倉公民館� （平成30年）
⑨南団地町内会� （平成30年）
⑩大通町内会� （平成30年）
⑪みどり町内会� （平成30年）
⑫上居辺地区� （平成30年）

⑬中士幌西町内会�（平成30年）
⑭睦西町内会� （平成30年）
⑮北地区� （令和元年）
⑯新生町内会� （令和２年）
⑰大通西町内会� （令和５年）
⑱中央町内会� （令和６年）

役場２階　総務課総務防災係　電話５－５２１１

【自主防災会の結成状況（結成順）】
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茶 

の 

間 

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き

商
店
街
の
活
性
化
の

た
め
に
寄
附

�
～
加
納
文
一
さ
ん
～

士
幌
高
校

創
立
75
周
年
記
念
事
業

�

～
実
行
委
員
会
設
立
総
会
～

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援

�

事
業
補
助
金
を
贈
呈

５
月
に
植
え
た

�

野
菜
の
収
穫

～
士
幌
高
校
・
川
西
へ
き
地
保
育
所

�

交
流
事
業
～

　
８
月
19
日
、
士
幌
町
内
在
住
の
加
納

文
一
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
町
に
１
，

０
０
０
万
円
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

加
納
さ
ん
は「
町
内
の
商
店
街
が
も

っ
と
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
、

髙
木
町
長
は「
大
変
あ
り
が
た
い
。
商

店
街
等
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
大
切

に
活
用
し
た
い
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は「
賑
わ
い

や
活
力
を
創
り
だ
す
町
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
～

　
８
月
21
日
、

総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
に
て
、
士

幌
高
校
創
立
75

周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
設

立
総
会
が
行
わ

れ
、
事
務
局
含

め
17
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
士
幌
高
校
は
令
和
７
年
度
に
創
立
75

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

（
案
）、
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
創
立
75

周
年
記
念
事
業
予
算（
案
）、
今
後
の
日

程（
案
）な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　
士
幌
高
校
振
興
会
鈴
木
年
秋
会
長
は

「
こ
の
長
き
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
十
分
に
理
解

し
た
う
え
で
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
る

と
幸
い
」と
あ
い
さ
つ
。
士
幌
高
校
齋

藤
讓
一
校
長
は「
記
念
事
業
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
が
本
校
の
生
徒
で
あ
る
と
誇

り
を
持
つ
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
士
幌

高
校
に
関
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
と
繋
が

る
こ
と
の
で
き
る
周
年
記
念
事
業
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
話
し
ま

し
た
。

　
８
月
27
日
、
町
内
で
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
原

康
佑
さ
ん
へ「
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
事
業
補

助
金
」75
万
円（
う
ち
37
万
５
千
円
は
商
工
会
商

品
券
）が
髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
原
さ
ん
は「
家

具
や
家
電
、
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
に
使
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
４
日
に
は
、
町
内
で
住
宅
を
新

築
さ
れ
た
布
谷
紀
樹
さ
ん
へ
も
同
補
助
金
90
万

円（
う
ち
45
万
円
は
商
工
会
商
品
券
）が
手
渡
さ

れ
、
布
谷
さ
ん
は「
洗
濯
機
や
物
置
を
買
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を
図
る
た

め
、
町
内
に
初
め
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
ち
、
10

年
以
上
定
住
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
８
月
22
日
、
川
西
へ
き
地
保

育
所
に
士
幌
高
校
生
３
名
が
出

向
き
、
５
月
９
日
に
定
植
し
た

野
菜
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
収
穫
し
た
の
は
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
と
枝
豆
。
収
穫
の
説
明

を
し
た
後
、
高
校
生
と
園
児
は

楽
し
そ
う
に
収
穫
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
士
幌
高
校
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

科
３
年
野
々
村
魁
人
さ
ん
は「
小

さ
い
子
と
一
緒
に
作
業
す
る
の

は
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
新
鮮
で

楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

補
助
金
の
詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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農
作
物
作
況
調
査
～
農
業
振
興
対
策
本
部
～

防
災
の
日

�

模
擬
火
災
訓
練

�

～
福
祉
村
～

　
８
月
23
日
、
町
、
町
議
会
、
Ｊ
Ａ
士
幌
町
な
ど
８
団
体
で
構
成
す
る
農
業

振
興
対
策
本
部
の
農
作
物
作
況
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
作
況
に
つ
い
て
、
春
耕
期
は
平
均
気
温
お
よ
び
積
算
気
温
が
平
年

よ
り
高
く
推
移
し
、
馬
鈴
し
ょ
、
て
ん
菜
と
も
に
例
年
よ
り
早
い
植
付
開
始

と
な
り
、
て
ん
菜
の
直
播
で
は
一
部
ク
ラ
ス
ト
に
よ
る
発
芽
不
良
お
よ
び
一

部
廃
耕
が
発
生
。
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
に
か
け
て
、
低
温
・
日
照
不
足
の

影
響
に
よ
り
、
馬
鈴
し
ょ
の
萌
芽
や
豆
類
・
コ
ー
ン
類
で
出
芽
や
初
期
生
育

が
劣
り
、
例
年
よ
り
萌
芽
や
発
芽
の
バ
ラ
ツ
キ
が
多
い
状
況
で
し
た
。

　
７
月
上
旬
以
降
も
降
水
量
が
少
な
く
、
保
水
力
の
低
い
土
壌
を
中
心
と
し

て
、
各
作
物
で
茎
葉
の
枯
れ
あ
が
り
、
下
葉
の
落
葉
、
生
育
停
滞
、
要
素
欠

乏
な
ど
の
干
ば
つ
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
以
降
は
、
曇
雨
天
が
続
き
、
平
均
気
温
が
高
い
も
の
の
寡
照
に
よ
り
、

干
ば
つ
か
ら
好
転
し
た
も
の
の
小
豆
を
中
心
に
軟
弱
徒
長
に
よ
る
倒
伏
が
散

見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
高
温
多
湿
に
よ
り
灰
カ
ビ
病
を
中
心
に
各
種
病
害

が
発
生
し
始
め
て
い
ま
す
。

　
小
麦
の
収
穫
は
７
月
16
日
か
ら
受
入
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
好
天
に
恵
ま

れ
、
一
気
に
収
穫
作
業
が
進
み
ま
し
た
。
刈
り
取
り
水
分
も
低
い
状
況
で
、

24
日
に
収
穫
終
了
、
31
日
に
受
入
完
了
。
き
た
ほ
な
み
一
般
・
種
子
、
個
人

乾
燥
分
を
含
め
た
総
合
計
の
乾
麦
推
定
反
収
は
11
．
74
俵
と
前
年
の
11
．
48

俵
に
対
し
０
．
26
俵
上
回
り
、
粗
原
反
収
と
し
て
は
平
年
を
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
９
月
２
日
、
国
保
病
院
や
保
健
福
祉

課
等
の
職
員
が
福
祉
村
に
て
、
模
擬
火

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
福
祉
村
で
の
地
震
に
よ
る

火
災
の
想
定
で
行
わ
れ
、
通
報
連
絡
、

避
難
誘
導
、
負
傷
者
搬
出
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
消
火
訓
練
も
実
施
さ

れ
、
消
防
署
員
お
よ
び
団
員
ら
が
消
防

車
両
等
で
出
動
し
、
到
着
後
、
放
水
を

行
い
ま
し
た
。　

　
避
難
後
、
髙
木
町
長
は
職
員
ら
へ「
患

者
さ
ん
や
来
庁
者
が
多
い
施
設
な
の
で
、

安
全
に
誘
導
す
る
こ
と
を
常
日
頃
か
ら

心
が
け
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

庁
舎
コ
ミ
セ
ン
防
火
訓
練
・

�

応
急
処
置
講
習
会

　
９
月
３
日
、
役
場
庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
て
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
町
内
で
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生

し
、
壁
の
一
部
崩
落
や
ガ
ス
漏
れ
、
火
災
発
生
、

意
識
不
明
者
１
名
の
想
定
で
、
通
報
、
避
難
誘

導
、
消
火
訓
練
、
救
助
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
後
、
髙
木
町
長
は
職
員
に「
来
庁
者
を

し
っ
か
り
誘
導
し
、
自
分
も
安
全
に
避
難
す
る

こ
と
を
心
が
け
、
日
頃
か
ら
自
分
の
役
割
を
確

認
し
て
ほ
し
い
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
生
活

研
修
室
に
て
、
役
場
職
員
を
対
象
と
し
た
応
急

処
置
講
習
会
も
実
施
さ
れ
、
10
名
の
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
士
幌
消
防
署
の
下
山
係
長
、
大
場
係
員
よ
り

心
肺
蘇
生
に
係
る
、
意
識
・
呼
吸
の
確
認
方
法
、

胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

等
の
説
明
を
受
け
、
職
員
が
実
践
し
な
が
ら
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

《作況調査のまとめ》
小麦�� �良
馬鈴しょ�� �良
てん菜�� �やや良
大豆�� �やや良
小豆�� �やや良
菜豆類�� �並
牧草�� �並
デントコーン�� �やや良
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９
月
４
日
、
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
に
て
、
舞
台
公

演「
士
幌
の
空
」の
練
習

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
士
幌
町
と

美
濃
市
の
姉
妹
提
携
30

周
年
記
念
事
業
と
し
て

美
濃
市
の
舞
台
公
演「
士

幌
の
空
」を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
、
合
唱
団

員
に
37
名
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
公
演

で
は
、
美
濃
市
か
ら
士

幌
町
へ
と
開
拓
に
向
か

っ
た
美
濃
開
拓
団
の
歴

史
を
朗
読
と
合
唱
で
表

現
し
ま
す
。

　
指
導
者
の
帯
広
三
条
高
等
学
校
合
唱

部
顧
問
豊
田
端
吾
さ
ん
は「
今
回
、
自

分
の
ふ
る
さ
と
に
こ
の
よ
う
な
形
で
貢

献
で
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
音
楽
が
で

き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
練
習
初
日
は
、
発
声
練
習
を
し
て
か

ら
３
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
音
程
の

確
認
や
声
の
出
し
方
な
ど
を
練
習
し
ま

し
た
。
練
習
は
毎
週
水
曜
日
に
行
わ
れ
、

公
演
は
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
12
月
８
日
午
前
11
時
に
開
演

予
定
で
す
。

　
９
月
９
日
、
認
定
こ
ど
も
園
に
て
、

人
形
劇
団「
え
り
っ
こ
」公
演
が
行
わ
れ
、

認
定
こ
ど
も
園
や
町
内
へ
き
地
保
育
所

園
児
約
150
名
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
は
ら
ぺ
こ
の
動
物
た
ち
が

登
場
し
、
動
物
の
好
き
な
食
べ
物
を
質

問
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
声

で
楽
し
そ
う
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

人
形
劇「
今
夜
は
食
べ
ほ
う
だ
い
！

～
お
お
か
み
ゴ
ン
ノ
ス
ケ
の
腹
ペ
コ
日

記
～
」が
上
演
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
ド
ジ

で
お
人
好
し
の
お
お
か
み
ゴ
ン
ノ
ス
ケ

と
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
が
大
好
き
な
ウ

サ
ギ
た
ち
の
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
の

愉
快
な
物
語
に
子
ど
も
た
ち
は
大
興
奮

で
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
、
海
外
文
化
交
流
事
業
と

し
て
９
月
18
日
か
ら
10
日
間
の
日
程
で
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州
へ
派
遣

さ
れ
る
生
徒
９
名
が
役
場
を
訪
れ
、
髙

木
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
29
回
目
と
な
る
こ
の
事
業
は
、
ア
メ

リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
州
の
高
校
で
授
業
見
学

や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
経
験
し
、
将

来
地
域
産
業
人
と
な
る
た
め
の
視
野
を

広
め
、
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る
資

質
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

髙
木
町
長
は「
期
待
と
不
安
で
い
っ

ぱ
い
だ
と
思
う
が
、
身
振
り
手
振
り
を

使
っ
て
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ

て
欲
し
い
。

ア
メ
リ
カ

の
文
化
に

触
れ
る
こ

と
が
皆
さ

ん
の
人
生

に
と
っ
て

大
き
な
経

験
や
宝
に

な
る
こ
と

を
期
待
し

て
い
る
」

と
激
励
し

ま
し
た
。

　
９
月
５
日
、
応
接
室
に
て
北
王
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
㈱
石
川
健
司
代
表
取
締
役

へ
、
髙
木
町
長
が
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
社
か
ら
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

と
し
て
100
万
円
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

石
川
代
表
取
締
役
は「
幅
広
く
土
地

を
所
有
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
寄
附
を
し
た
い
と
思

っ
た
。
ま
た
、
自
社
で
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
士
幌

町
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
ぜ
ひ
一
緒
に
学
ん
で

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
改
築
や
再
エ
ネ
導
入
の
促
進
に
使
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
事
業（
認
定

こ
ど
も
園
整
備
改
築
事
業
）」、「
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を

つ
く
る
事
業

（
再
エ
ネ
導

入
促
進
事

業
）」に
活
用

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「
士
幌
の
空
」練
習
ス
タ
ー
ト
！

～
士
幌
町
・
美
濃
市
姉
妹
提
携

�
30
周
年
記
念
事
業
～

米
国
派
遣
表
敬
訪
問
！

～
士
幌
高
校
～

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

感
謝
状
を
贈
呈

～
北
王
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
～

人
形
劇
団「
え
り
っ
こ
」公
演

～
認
定
こ
ど
も
園
～
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中
学
生
１
日
体
験
入
学
！

～
士
幌
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
～

　
９
月
13
日
、
士
幌
高
校
に
て
、
中
学

２
・
３
年
生
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル（
１
日
体
験
入
学
）が
実
施
さ
れ
、

56
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
体
育
館
で
農
業
ク
ラ
ブ
執

行
部
が
高
校
の
紹
介
を
行
い
、
授
業
見

学
の
後
に
学
科
見
学
で
圃
場
や
牛
舎
、

加
工
施
設
な
ど
を
回
り
ま
し
た
。
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
で
は
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作

り
や
、
薪
割
り
、
牛
と
の
ふ
れ
合
い
を

行
い
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
科
で
は
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
作
り
や
ど
ら
焼
き
作
り
を
体
験
し

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
は「
牛
の
い
る
と

こ
ろ
に
牧
草
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
び
っ

く
り
し
た
。
薪
を
割
る
の
に
少
し
力
が

必
要
で
大
変
だ
っ
た
」、「
初
め
て
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
作
っ
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
13
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
中
学
生
の
芸
術
鑑
賞
事
業

（w
oodpecker

の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
ダ
ン
ス
教
室
）が
開
催
さ
れ
、

士
幌
町
中
央
中
学
校
の
生
徒
と
一
般
来

場
者
約
200
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

w
oodpecker

は
２
０
１
９
年
に

結
成
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
現
在
６
名

で
活
動
中
。
結
成
５
年
目
な
が
ら
２
０

２
３
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ア
ジ
ア
大
会
優
勝

な
ど
数
々
な
賞
を
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
２
曲
ダ
ン
ス
を
披
露
し
そ

の
後
、
会
場
全
員
で
振
り
付
け
を
練
習

し
、
代
表
者
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。

　
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
た
人

は「
キ
レ
キ
レ
の
ダ
ン
ス
で
感
動
し
た
」

「
す
ご
く
綺
麗
で
、
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
だ

な
と
思
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
芸
術
鑑
賞
事
業

～
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＋

ダ
ン
ス
教
室
！
～

北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
・

�
中
学
校
新
人
陸
上

～
河
村
京
葉
さ
ん
優
勝
～

第
６
回
し
ほ
ろ

じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り

　

９
月
12
日
、

第
26
回
北
海

道
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
競
技
選

手
権
大
会（
９

月
１
日
深
川

市
開
催
）に

出
場
し
た
河

村
京
葉
さ
ん

（
中
央
中
２

年
）が
教
育

委
員
会
を
訪

れ
、
砲
丸
投
で
11
ｍ
21
㎝
を
記
録
し

第
４
位
に
入
賞
し
た
こ
と
を
土
屋
教
育

長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
第
31
回
北
海
道
中
学
校
新

人
陸
上
競
技
大
会（
９
月
14
～
15
日
帯

広
市
開
催
）に
出
場
す
る
河
村
さ
ん
、

野
口
夏
帆
さ
ん（
同
２
年
）が
土
屋
教
育

長
に
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
河
村
さ
ん
は
砲
丸
投
と
800
ｍ
、
野
口

さ
ん
は
走
幅
跳
へ
の
出
場
を
そ
れ
ぞ
れ

報
告
。
土
屋
教
育
長
は「
自
己
ベ
ス
ト

を
目
指
し
、
良
い
結
果
を
報
告
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
、
河
村
さ
ん
は
砲
丸
投
で

自
己
ベ
ス
ト
と
な
る
11
ｍ
46
㎝
を
投
げ
、

見
事
優
勝
し
ま
し
た
！

　
～
す
ご
い
ぞ
！
し
ほ
ろ
っ
こ
！
～

　
９
月
15
日
、
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ

に
て
、
第
６
回
し
ほ
ろ
じ
ゃ
が
い
も
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
ヘ
ン
テ
コ
じ
ゃ
が
い
も
選
手
権
で
は
、

応
募
の
あ
っ
た
規
格
外
だ
け
れ
ど
も
お

も
し
ろ
い
形
の
じ
ゃ
が
い
も
25
点
が
参

加
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
初
開
催
の
じ
ゃ
が
バ
ト
ル
は
、

じ
ゃ
が
い
も
に
関
す
る
３
択
ク
イ
ズ
な

ど
、
来
場
者
参
加
型
の
企
画
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
他
に
も
じ
ゃ
が

い
も
ま
み
れ
な
企
画
が
目
白
押
し
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
に
は
し
ほ
ろ
魅
力
発
見
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
の
Ｂ
・
Ｂ
も
駆
け
つ
け
、
会

場
を
熱
く
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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○・

士
幌
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
の
改
正
に
よ
り
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

○・
士
幌
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
り
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
。

○ 

士
幌
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
○・

士
幌
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

　
９
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
令
和
６
年

第
３
回
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
５
年
度
各
会
計
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　
富
田　
博
文　
氏（
吉
野
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
太
田　
小
枝
子　
氏（
柏
野
）

○・

士
幌
町
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
　
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

○・

士
幌
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改

正
に
よ
り
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び
指
定
介

護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
に
よ
る
関
係
基
準
の
改
正
に

よ
り
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

○
令
和
６
年
度
補
正
予
算

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
、
国
民
健

康
保
険
病
院
事
業
会
計
、
簡
易
水
道
事

業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計

○
令
和
５
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

会
計

○・
士
幌
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
案

　
町
議
会
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
根
絶
と
未
然
防
止
を
図
り
、
町
議
会

議
員
お
よ
び
町
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
能

力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
健
全
な
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

９
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件

　
９
月
16
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
、EverZO

ne 
H

IRO
KI

の
士
幌
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
40
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

EverZO
ne H

IRO
KI

さ
ん
は
、

道
内
各
地
を
中
心
に
ラ
イ
ブ
や
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も

活
動
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
札

幌
観
光
大
使
に
も
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、HIRO

KI

さ
ん
は
衣
装
に「
シ

ホ
ロ
」の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
登
場
。「H

ey! 
JIN

SEI

」や「
サ
イ
サ
イ
サ
イ
！
」、「
愛

の
形
」な
ど
の
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

客
席
へ
降
り
て
来
場
者
の
誕
生
日
を
お

祝
い
す
る
シ
ー
ン
も
あ
り
、
会
場
全
員

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。H

IRO
KI

さ
ん
は「
３
年
前
に
ロ
ケ
で
士
幌
町
に

来
た
。
ま
た
来
れ
て
ご
縁
を
感
じ
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

EverZOne�HIROKI

の

士
幌
音
楽
会

11 広報しほろ�2024�.�10



5,730人（－151）・男2,838人（－56）・女2,892人（－95）・世帯2,747（－40）
・ ※８月末現在（　）は前年比人の動き

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

　
８
月
８
日
、
美
濃
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
北
海
道
士
幌
町

の
小
学
６
年
生
35
名
と
美
濃
市
の
小
学
生
24
名
が
、
う
だ
つ
の
町

並
み
を
散
策
・
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
士
幌
町
と
美
濃
市
の
小
学
６
年
生
が
お
互
い
の
市
、

町
を
訪
問
し
、
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
交
流
を
深
め
て
い
る「
美

濃
市
・
士
幌
町
小
学
生
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
交
流
事
業
」の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
美
濃
市
と
士
幌
町
の
児
童
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
旧
今
井
家
住
宅
や
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
館
な
ど
う
だ
つ

の
町
並
み
を
見
学
し
、
町
並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
旧
今
井

家
住
宅
の
歴
史
や
家
の
造
り
、
う
だ
つ
の
成
り
立
ち
な
ど
を
士
幌

町
の
児
童
に
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

美濃市と士幌町の小学生が
交流しました

▲旧今井家住宅を見学する様子
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完
成
し
た
導
水
門
に
は
、
当
時
の
河
西
支
庁
長（
河
西

支
庁
は
十
勝
総
合
振
興
局
の
前
身
）で
、
士
幌
土
功
組
合

の
初
代
組
合
長
の
渡
部
守
治
氏
が
直
筆
し
た「
玉
流
結
實
」

の
文
字
が
刻
ま
れ
た
こ
の
石
碑
が
埋
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
か
ん
が
い
溝
は
廃
溝
後
に
農
協
へ
譲
渡
さ
れ
、
地
下
に

澱
粉
工
場
用
水
管
路
を
敷
設
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
町
70
周
年
記
念
事
業
で
遊
水
公
園
が
整
備
さ
れ
、

夏
に
は
水
を
流
し
て
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
碑
の
上
段
は
、
大
正
13
年
に
音
更
川

百
戸
地
区
に
つ
く
ら
れ
た
か
ん
が
い
溝
の
、
導

水
門
正
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
土
地
を
水
田
に
す
る

こ
と
で
地
価
が
上
が
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

全
道
的
に
水
田
を
つ
く
る
機
運
が
高
ま
り
ま
し

た
。
十
勝
に
お
い
て
も
、
大
正
10
年
に「
士
幌

土
功
組
合
」が
設
立
さ
れ
、
音
更
川
30
号
か
ら

取
水
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

遊
水
公
園
に
あ
る

�
「
玉
流
結
實
」の
石
碑

コ
ラ
ム

碑
文

　
こ
の
碑
は
、
大
正
十
二
、
十
三
年
に
士
幌
土

功
組
合
に
よ
る
十
勝
最
大
の
灌
漑
溝（
か
ん
が

い
こ
う
）、
造
田
土
木
工
事
を
称
え
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
経
済
不
況
と
凶
作
が
重
な
り
、
移
住

者
の
多
く
は
郷
里
で
の
稲
作
の
夢
を
託
し
て
組

合
を
組
織
、
工
事
に
着
手
し
た
。
灌
漑
溝
は
音

更
川
百
戸
地
区
か
ら
取
水
、
士
幌
市
街
を
斜
行

分
岐
し
て
中
士
幌
、
下
士
幌
、
佐
倉
へ
と
流
れ
、

幹
支
線
総
延
長
十
三
万
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
九

十
八
万
五
千
円
、
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
、

当
時
の
河
西
支
庁
長
渡
部
守
治
氏（
初
代
組
合
長
）

が
直
筆
で
花
崗
岩
に
書
き
記
し
た「
玉
流
結
實
」

の
文
字
が
導
水
門
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
。

　
昭
和
三
十
八
年
に
廃
溝
と
な
る
ま
で
の
四
十

年
間
、
豊
か
な
水
の
流
れ
は
人
々
の
心
を
癒
し
、

通
勤
通
学
路
、
野
菜
や
洗
濯
、
子
供
達
の
水
遊

び
の
場
と
な
っ
た
。
廃
溝
後
も
一
時
は
夏
の
み

農
協
澱
粉
工
場
用
水
と
し
て
通
水
さ
れ
た
が
、

昭
和
六
十
三
年
、
水
辺
を
恋
う
住
民
の
願
い
か

ら
開
町
七
十
周
年
記
念
事
業
で
遊
水
公
園
と
し

て
造
成
、
水
を
流
し
て
広
く
町
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
灌
漑
溝
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

　
工
事
に
よ
り
失
わ
れ
た
尊
い
命
を
慰
霊
し
、

今
日
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
偉
業
を
末
永
く
語

り
継
ぐ
た
め
、
こ
こ
に
建
立
す
る
。

 

令
和
五
年
十
一
月

 

士
幌
町

▲現在遊水公園にある「玉流結實」の石碑

▲「玉流結實」が刻まれた導水門を視察する岐阜県農会（大正13年）
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健康ニュース健康ニュース
「スポーツの秋！！� �
�寒くなる前に体を動かして体力を付けよう！」

【まる元運動教室】
　介護予防のための軽運動を中心としたプログラムです。体力に合わせて、椅子に
座って身体を動かしたり、脳を活性化する運動教室です。楽しみながら元気になれ
る内容です。「健康運動指導士」が参加者みなさんの体力に配慮しながら行います。

対象者：65歳以上の士幌町民の方
　　　　※介護保険の通所サービス・リハビリ系サービスを利用していない方

日　時：毎週金曜日

場　所：町民保健センター・総合福祉センター
　　　　※・日にちによって場所が異なるため、その都度カレンダー等でお知らせし

ています

定　員：１クラス25名

参加費：1,000円／月

【花組】・ 8：50～・ 9：20　受付・血圧測定　・ 9：20～10：20　運動教室

【星組】10：00～10：30　受付・血圧測定　10：30～11：30　運動教室

【空組】13：00～13：30　受付・血圧測定　13：30～14：30　運動教室

ご相談は下記の担当にお問い合わせください。
担当：総合福祉センター内　保健福祉課　地域包括支援係

電話　５－２１８８
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特養だより

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

いきもの　だいすき� 認定こども園長　渋谷　浩
　３歳児クラスでのお話です。
　ある日、こども園の農園で５cm
サイズのカラフルないもむしを発見。

「飼ってみたい」との子どもたちの思いを受けて、
虫かごで飼育開始。ほどなく、さなぎに…。絵本

“はらぺこあおむし”で蝶の一生を学んで、ワクワ
クドキドキの日々を過ごしていました。

　ちょうど、お盆休みに入ったので、担任の先生が持ち帰り世話をしていると、なんと見事なキ
アゲハに羽化しました！休み明けに園に持ってくると、子どもたちは大喜び。花を集めてきて、
たくさんあげていました。でも、みんなで
話し合った結果、お空に逃がしてあげよう、
ということになって「元気でね～」とお見送
りをしていました。
　生き物との触れ合いを通して、たくさん
のことを学んでいる子どもたちです。大自
然が残る士幌のポテンシャルの一つです。
大いに活用していきます！

【いもむし発見！そしてさなぎに！】

【絵本でべんきょう】 【キアゲハ誕生！】

「ふれあい夏まつり」開催！
　延期となっていました、利用者様とご家族様が屋外で一
緒に楽しむ家族会主催の当施設最大イベント「ふれあい夏
まつり」が８月25日に開催されました。
　利用者様とご家族様総勢207名の参加。家族会荒木会長、
髙木町長からあいさつ後、「Lil Shine（リルシャイン）」ダン
スチームによる可憐で迫力あるダンスを堪能。利用者様・
ご家族様、職員を交えたふれあい運動会ではパン食い競争などが行われ、その後は綿あめ・ヨー
ヨーつりなどで楽しみました。小雨交じりの天候であったことから開催時間は約１時間半という
限られた時間となりましたが、利用者様・ご家族、職員が一緒に盛り上がり楽しい時間を共有す

ることができました。
　夏まつりの会場設営から
撤収まで、多くの関係者の
皆様のご協力をいただき開
催できたことに感謝申し上
げます。ありがとうござい
ました。

15 広報しほろ�2024�.�10



安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

秋
の
安
全
対
策

　
９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
は
交

通
事
故
死
ス
ト
ッ
プ
に
向
け
た
強
化
期

間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
帯
広
警
察
署
管

内
で
は
交
通
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、

交
通
死
亡
事
故
の
発
生
も
昨
年
比
で
２

倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

各
種
啓
発
活
動
や
重
大
交
通
事
故
に
つ

な
が
る
交
通
違
反
の
取
締
り
な
ど
が
強

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
は
不
審
者
情
報
が
増
え
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
防

犯
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け
ま

し
ょ
う
。

▼�

見
え
て
い
る
つ
も
り
が
見
え
て
い
な
い
？

交
通
事
故
が
増
え
る
秋
の
夕
暮
れ

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
点
灯
、
歩
行

者
は
反
射
材
を
付
け
て
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
見
え
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
薄
暗
い
帰
り
道
に
要
注
意

　
こ
ど
も
の
犯
罪
被
害
は
、
午
後
２
時

～
６
時
、
下
校
時
間
の
時
間
帯
に
多
く

発
生
し
ま
す
。

　
慣
れ
た
道
で
も
、
暗
く
な
れ
ば
電
柱

や
車
の
陰
な
ど
に
誰
か
が
潜
ん
で
い
て

も
気
づ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
帰
り
道
に
は
、
次
の
点
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

「
フ
ン
・
尿
」の
処
理

を
お
願
い
し
ま
す

●�

愛
犬
の
散
歩
の
際
、
手
ぶ
ら
で
出
か

け
て
い
ま
せ
ん
か
？

●�

飼
い
主
の
せ
い
で
迷
惑
な
存
在
に
思

わ
れ
る
と
可
哀
想
で
す
。

●�

散
歩
さ
せ
る
際
に
は
、
ミ
ニ
シ
ャ
ベ

ル
や
袋
を
持
参
し
、
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

　
近
隣
の
方
と
の
快
適
な
生
活
環
境
を

守
り
、
末
永
く
お
付
き
合
い
し
て
い
く

た
め
、
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
、
犬
を
飼

う
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
、狂
犬
病
予
防

注
射
は
お
済
み
で
す
か
？

　

飼
い
始
め
て
か
ら
30
日
以
内
に（
生

後
90
日
以
内
の
子
犬
の
場
合
は
、
生
後

90
日
を
経
過
し
て
か
ら
30
日
以
内
に
）

登
録
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
年
に
１
回
、

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
院
等

で
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
予
防
注
射

済
証
を
持
参
の
う
え
、
町
民
課
生
活
環

境
係
で
注
射
済
証
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
５５０
円
）

　

ま
た
、
登
録
内
容
の
変
更（
死
亡
し

た
場
合
な
ど
）は
、
電
話
等
で
次
の
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

飼
い
主
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
犬
の

名
前
、
登
録
番
号
、
死
亡
年
月
日
。

※ 

転
出
の
場
合
は
、
士
幌
町
で
交
付
さ

●
一
人
で
行
動
し
な
い
。

● 

人
通
り
の
少
な
い
道
、
街
灯
の
な
い

道
を
避
け
る
。

● 

歩
く
人
の
少
な
い
場
所
や
薄
暗
い
場

所
、
路
上
駐
車
中
の
車
に
不
審
者
が

潜
ん
で
い
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
距
離
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
防

犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど
を
使

っ
て
、
大
き
な
音
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

ス
プ
レ
ー
缶
を
出
す

時
は
分
別
の
徹
底
を

　
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
中
身
が
残
っ
て
い

る
と
収
集
車
や
ご
み
処
理
場
で
の
作
業

中
に
爆
発
や
火
災
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
次
の
手
順
を
守
っ
て
、

正
し
く
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

中
身
を
最
後
ま
で
使
い
切
る
。

② 

屋
外
な
ど
の
風
通
し
が
良
く
、
火
気

の
な
い
場
所
で
穴
を
開
け
る
。

③ 

殺
虫
剤
・
塗
料
類
・
潤
滑
油
類
の
缶

は『
燃
や
せ
な
い
ご
み
』に
分
別
。
そ

れ
以
外（
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
）

は『
缶
資
源
』へ
。
ま
た
、
付
属
品
の

キ
ャ
ッ
プ
、カ
バ
ー
類
は『
プ
ラ
資
源
』

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

れ
た
犬
の
鑑
札
を
持
っ
て
、
転
出
先

の
市
区
町
村
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
８
月
は
前
年
同
期
と
比
較
し
、
ご
み

の
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
と
し
て
分
別
で
き
る
も
の
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
等
へ
持
ち
込
む
な
ど

ご
み
の
減
量
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

令和６年８月分 前年同期 増減

燃やせるごみ 86,380 90,190 －4.22%
燃やせないごみ 11,580 13,830 －16.27%
合計 97,960 104,020 －5.83%
町民一人当たりの
ごみの量 5,730 17.1 5,881 17.7

資源ごみ 52,476 55,916 －6.15%

ごみに関するお問い合わせは、役場生活環境係（町民課直通）☎︎⑤５２３１まで
お願いします。

今月のごみ指数� 単位：kg
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病院病院だよりだより病院病院だよりだより

食事での塩分摂取について
� 士幌町国保病院　透析看護スタッフ　

　塩分制限は、透析治療や高血圧の予防・治療において重要となります。
　ほかにも、糖尿病や慢性腎不全の方についても、血圧は正常でも循環器病や腎不全の危険度
が高いため、予防のためには塩分制限が必要と考えられています。

　透析患者様の場合は、弱った腎臓の代わりに体内の老廃物や毒素、余分な水分の濾過・排出
を人工的に行う治療を行っています。腎臓の機能が低下していると、ナトリウム（Na）が排泄
しにくくなるため尿の量が減り、水分が体の中に溜まっていくので、水分制限が重要です。
　しかし、塩味の濃いものを食べると血中の塩分が濃くなって喉が乾き、水分が欲しくなり、
水分制限が困難となります。そのため塩分制限も必要となるのです。
　週２、３回の透析療法だけではなく、日々の食事療法も重要な役割を果たしています。

塩分の摂取量に気をつけよう
　透析患者様が１日に摂取する塩分は６グラム未満を目標としています。
　健康な人でも１日男性7.5グラム未満、女性6.5グラム未満となっています。

塩分を減らすために工夫しよう

　みなさんも、日々の食事から塩分を減らすための工夫を心がけましょう。

� ■国民健康保険病院　電話５－２１０６

～塩分１グラムってどれくらい？～
食塩 しょうゆ ウスターソース みそ 減塩しょうゆ

小さじ１/５杯 小さじ１杯 小さじ２杯 小さじ１と１/３杯 小さじ２杯

●小さじ＝５cc　●大さじ=15cc

～塩分を減らすための工夫～

　①しょうゆ、ソースなどは「かける」ではなく「つけて」食べましょう。
　②�酸味（酢、レモン、ゆず等）や香辛料（コショウ、カレー粉、とうがらし、

からし等）を利用しましょう。
　③減塩調味料や減塩食品を上手に使いましょう。
　④どの料理にも塩味をつけるのではなく、塩は１、２品に限って使いましょう。
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QRコード　左から（学校HP、アグリ Facebook、フード　農ク　農クインスタ）

　天気の良い日は空が高く感じられ北から涼しい風が吹くようになり、コマクサでも少しずつ秋の気
配を感じます。夏休み中、生徒たちは、農業クラブの全道大会出場に向けた練習や学習、進路活動や
各専攻班の実践研究、部活動など、自ら目標を掲げ、その達成に向けた不断の努力により、それぞれ
充実した夏を過ごすことができていたようです。９月で前期が終わり、10月から折り返しとなる後期
が始まります。引き続き充実した学校生活を目指します。（９月５日現在）

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では

◆インドの研修生が本校防風林の研究を見学
　JICA帯広で研修中のインドからの研修生が本校を見学しました。
環境専攻班が防風林の研究を紹介し活発な意見交換が行われました。

防風林見学の様子　→

～刈り払い機の実習～�
今年も暑くて、雨も多かったので草が良く伸びます！

◆８月６日（火）～７日（水）
　旭川市の北海道旭川農業高等学校で日本学校農業クラブ北海道連盟全道技術競技大会が開催され、
本校からも17名が参加しました。そのうち、農業鑑定競技（作物）でアグリビジネス科2年森下音羽さ
んが全道一となる最優秀賞に輝きました。

おもな成績
農業鑑定競技（作物）　全道　最優秀賞
森下　音羽（アグリビジネス科2年）
農業鑑定競技（食品）　東北海道　優秀賞
西澤　亜美（フードシステム科３年）
三本木　奏（フードシステム科２年）
家畜審査競技　東北海道　優秀賞
赤間　かのこ（アグリビジネス科２年）

【最優秀賞の森下さん】

【会場で記念撮影】

○　いじめアンケート・ １日
○　見学旅行・ ８～11日
○　農業高校食彩フェア（札幌）・ 12日
○　役員選挙・ 16日
○　漢字検定・ 18日
○　農業クラブ全国大会（岩手）・ 23～24日

【10月の予定】※変更になる場合があります。
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の教

窓育

士幌町教育委員会

【
児
童
・
生
徒
質
問
紙
調
査
】

○ 

基
本
的
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の「
毎
日
、

同
じ
時
刻
に
寝
て
い
る
」「
毎
日
、
同

じ
時
刻
に
起
き
て
い
る
」「
朝
食
を
毎

日
食
べ
て
い
る
」は
、
中
学
生
は
朝

食（
８
割
強
）を
除
き
９
割
以
上
、
小

学
生
は
３
項
目
と
も
８
割
以
上
の
定

着
率
に
あ
り
ま
す
。

○ 

い
じ
め
に
関
し
て「
い
じ
め
は
ど
ん

な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と

だ
」に
つ
い
て
は
、
小
学
生
は
９
割
、

中
学
生
が
全
員
の
回
答
で
し
た
。

○ 「
普
段
生
活
で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
」

は
、
中
学
生
は
全
国
よ
り
か
な
り
高

い
割
合
で
し
た
。
小
学
生
の「
人
が

困
っ
て
い
る
と
き
は
進
ん
で
助
け
る
」

も
全
国
よ
り
高
い
割
合
で
し
た
。

○ 

自
己
肯
定
感
に
つ
い
て
の「
自
分
に

は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」は
、
小
学

生
は
全
国
よ
り
低
く
、
中
学
生
は
か

な
り
高
い
割
合
で
し
た
。

○ 

小
・
中
学
生
と
も「
将
来
の
夢
や
目

標
を
持
っ
て
い
る
」は
全
国
よ
り
低
く
、

「
友
達
関
係
に
満
足
し
て
い
る
」は
全

国
よ
り
か
な
り
高
い
割
合
で
し
た
。

○ 

小
学
生
の「
平
日
の
家
庭
学
習
の
時
間
」

に
つ
い
て
、「
１
時
間
以
上
」の
割
合

が
低
く
、「
30
分
以
下
及
び
全
く
し
な

い
」の
割
合
が
高
く
、
家
庭
学
習
の

時
間
が
短
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○ 

中
学
生
も「
２
時
間
以
上
」が
低
く
、

「
30
分
以
下
及
び
全
く
し
な
い
」の
割

合
が
高
く
、
家
庭
学
習
の
時
間
が
短

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
小
学
校　
学
力
調
査
】

○ 

各
教
科
の
平
均
正
答
率
は
、
国
語
・

算
数
と
も
に
全
道
平
均
と
同
程
度
で

し
た
が
、
全
国
を
下
回
り
ま
し
た
。

○ 

観
点
別
集
計
の
国
語
は「
知
識
・
技
能
」

は
全
道
・
全
国
を
上
回
り
、「
思
考
・

判
断
・
表
現
」は
全
道
・
全
国
を
下

回
り
ま
し
た
。

○ 

算
数
は「
知
識
・
技
能
」で
全
道
を
上

回
り
ま
し
た
が
、全
国
を
下
回
り
、「
思

考
・
判
断
・
表
現
」は
全
道
・
全
国

を
下
回
り
ま
し
た
。

○ 
観
点
別
集
計
の
特
徴
と
し
て
は
、
両

教
科
と
も
に
、「
知
識
・
技
能
」に
比

べ
て「
思
考
・
判
断
・
表
現
」が
低
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
中
学
校　
学
力
調
査
】

○ 

各
教
科
の
平
均
正
答
率
は
、
国
語
・

数
学
と
も
に
全
道
・
全
国
平
均
と
同

程
度
も
し
く
は
上
回
り
ま
し
た
。

○ 

観
点
別
集
計
の
国
語
は
、「
知
識
・
技

能
」は
全
道
・
全
国
と
同
程
度
、「
思
考
・

判
断
・
表
現
」は
全
道
・
全
国
を
上

回
り
ま
し
た
。

○ 

数
学
は「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・

表
現
」と
も
に
全
道
・
全
国
を
上
回

り
ま
し
た
。

○ 

観
点
別
集
計
の
特
徴
と
し
て
は
、
国

語
に
お
い
て
、「
知
識
・
技
能
」に
比

べ
て「
思
考
・
判
断
・
表
現
」が
高
い

傾
向
に
あ
り
、
数
学
に
つ
い
て
は
、

両
観
点
が
同
程
度
で
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

○ 「
休
日
の
家
庭
学
習
の
時
間
」に
つ
い

て
も
、
小
・
中
学
生
と
も
全
国
よ
り

短
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○ 「
新
聞
を
読
ん
で
い
る
」に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
生
と
も
に
全
国
よ
り
高
い

割
合
で
し
た
。

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果
　この調査は教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るこ
と、児童・生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立て
ることを目的に平成19年度から実施されています。
　令和６年度は小学校６年生40名が国語と算数、中学校３年生
43名が国語・数学の２教科と、生活習慣や学習環境等に関する
質問紙調査に取り組みました。本年度の本町の集計結果を全道・
全国との比較等でお知らせいたします。

　国語の「知識・技能」は、漢字などの言葉の理解や文章などを読み取る力
など基礎的基本的な事柄です。「思考・判断・表現」は、目的に応じて必要
な情報を見付けて文章を要約したり、自分の考えをまとめて書き方を工夫
する力など応用的な事柄です。
　『思考力・判断力・表現力』は、子どもたちがこれからの変化の激しい社
会を生き抜いていくために必要な能力であり、それらを支える『生きて働
く知識・技能』をしっかりと身に付けることも重要となってきます。
　家庭学習では個別にできる知識や技能を高める学びが大切で、内容は一
人ひとり違ってきます。
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川
　
柳

・
人
の
世
も
好
き
つ
嫌
い
つ
生い

き
て
い
る�

和
田
　
節
子

町 
民

文
芸

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

次
回
は
、
佐
倉
南
区
の
山
下
拓
真
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
佑
亮
さ
ん
か
ら
拓

真
さ
ん
へ
一
言
。「
次
回
ま
た
飲
み
に
行

く
時
は
虎
太
郎
さ
ん
連
れ
て
み
ん
な
で

飲
み
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

◆
家
族
構
成
◆

　
�

５
人
暮
ら
し（
祖
父
・
祖
母
・
父
・

母
・
佑
亮
さ
ん
）

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の
◆

　

士
幌
の
お
祭
り

◆
旅
行
に
行
く
と
し
た
ら
？
◆

　

ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
佑
亮
さ
ん
は
、
士
幌
町
出
身
で
帯
広
農
業

高
校
酪
農
科
学
科
に
入
学
。
卒
業
後
は
、
1

年
間
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
で
働
き
、

そ
の
後「
日
本
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
酪
農

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
知
り
た
い
！
」と
興

味
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
1
年
間
カ
ナ
ダ
で
酪

農
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
佑
亮
さ
ん
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら
牛
が
大

好
き
で
、
父
が
酪
農
を
し
て
い
る
姿
を
見
て

自
分
も
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
令
和
６
年
に
就
農
。
現
在
は
、
搾
乳
牛

140
頭
、
育
成
牛
100
頭
の
牛
を
管
理
し
、
生
乳

の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
生
き
物
が
相
手

な
の
で
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
苦

労
す
る
」と
話
す
佑
亮
さ
ん
で
す
が「
と
に
か

く
牛
が
か
わ
い
い
と
こ
ろ
が
魅
力
！
」と
楽

し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
の「
ポ
ケ
モ
ン

ユ
ナ
イ
ト
」に
ハ
マ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
仕

事
前
や
終
わ
っ
た
あ
と
の
空
き
時
間
に
や
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
炎
タ
イ
プ
の

ポ
ケ
モ
ン
が
好
き
だ
と
か
。
旅
行
に
行
く
と

し
た
ら「
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
に
行
き
た
い
」と

話
す
佑
亮
さ
ん
。「
ド
イ
ツ
の
昔
な
が
ら
の
町

並
み
を
楽
し
み
、
ス
イ
ス
の
ラ
ウ
タ
ー
ブ
ル

ン
ネ
ン
を
見
に
行
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
佑
亮
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
い
て

み
る
と「
６
次
産
業
化
を
目
指
し
た
い
！
」「
自

分
の
家
の
生
乳
を
使
っ
て
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
を

や
っ
て
み
た
い
！
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。

吉
野

�

富と
み

田た

　
佑ゆ

う

亮す
け

　
さ
ん

牛
へ
の
愛
は

�

世
界
一
！

俳
　
句

・
秋
の
日
や
孫そ

ん

　ご

　く
う

悟
空
ら
し
き
金き

ん

　と

　う
ん

斗
雲�

�

和
田
　
節
女

・
車
窓
か
ら
見
上
げ
る
空
に
鰯
雲�

�
�

研
紀

・
待
ち
望
む
新
米
並
ぶ
店
内
よ�

�
�

研
紀

・
七
厘
を
知
ら
ぬ
世
代
や
秋
刀
魚
買
う�

�
�

水
音

・
幟
旗
新
米
入
荷
の
文
字
光
る�

�
�

水
音

短
　
歌

・
窓
ぎ
わ
で
美
く
し
く
咲
く
バ
ラ
の
花
今
は
亡
き
友
想
い
出
の
花

�

清
水
さ
よ
子

・
食
べ
残
し
捨
て
る
た
び
に
胸
い
た
む
飢
え
た
る
児
ら
が
あ
ま
た
い
る
の
に

�

三
木
　
悦
子
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したしみ図書館（総合研修センター内　電話５－２２８１）【開館時間】10時00分～18時00分まで
https://www.ik.licsre-saas.jp/shihoro/webopac/index.do

【児童書】
きらきら� （新井洋行）
しましまぐるぐる� （柏原晃夫）
まねっこにゃんころもち
� （かのうかりん）
きょうりゅうレントゲンびょうい
ん� （キョン・ヘウォン）
おいしそうなしろくま
� （柴田ケイコ）
もののけしょくどう�うらめしや
� （たにむらのりあき）
おくれてきた名探偵� （杉山亮）
火山の竜王　ドラゴンドリルス
トーリー　１� （大門櫻子）
悪いことはなぜ楽しいのか
� （戸谷洋志）
空飛ぶクルマ大研究� （中野冠）
小学生でも安心！はじめてのカメ
正しい飼い方・育て方�（佐藤公定）

【一般書】
サンショウウオの四十九日
� （朝比奈秋）
常夏荘物語� （伊吹有喜）
銀色のステイヤー� （河﨑秋子）
赫夜� （澤田瞳子）
地面師たち　ファイナル・ベッツ
� （新庄耕）
婚活食堂　11� （山口恵以子）
空海と密教解剖図鑑�（武藤郁子）
消費者金融ずるずる日記
� （加原井末路）
気づいたら、親と同じことをして
いる� （成田奈緒子）
マンガでよくわかる！発達障害の
人が見ている世界� （岩瀬利郞）
心に効く美容� （ＭＥＧＵＭＩ）
井上咲楽のおまもりごはん
� （井上咲楽）

★２０２８年街から書店が消える日
� （小島俊一）
　なぜ今、街から本屋
が消えていっているの
か？出版界のプロフ
ェッショナル30人が、
それぞれの立場で本屋
について熱く本音を語
った本。出版界の現状
を俯瞰しながら、問いの答えに迫る。

★しっぱいしたっていいんだよ
　（オーレリー・シアン・ショウ・シーヌ）
　わかっていても、
しっぱいをゆるせな
いときは―。小学
校入学までに身に付
けたい世の中のルー
ルをやさしく教え
る。フランスの乳幼児セラピストが考
案した、ソーシャルスキルを学ぶ絵本。

★★今月の休館日★★
1、 8、 15、 22、 29日
（毎週火曜日）

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
附
・
寄
贈

▼
賑
わ
い
や
活
力
を
創
り
だ
す
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業

加
納　
文
一
さ
ん 

１
，
０
０
０
万
円

《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

▼
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
支
援
を

充
実
さ
せ
る
事
業

㈱
ウ
イ
ン
ラ
イ
ト（
東
京
都
）

北
王
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱（
帯
広
市
）

 

50
万
円

▼
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
つ
く
る
事
業

北
王
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱（
帯
広
市
）

 

50
万
円

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

赤
間　
ゆ
り
さ
ん（
士
幌
北
一
区
）

 

ミ
ニ
ト
マ
ト

伊
賀　
勝
彦
さ
ん（
共
成
） 

と
う
き
び

篠
原　
安
夫
さ
ん（
清
澄
） 

胡
瓜

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

髙
橋　
晶
広
さ
ん（
開
運
） 

10
万
円

★
お　
く　
や　
み
★

斉
藤　
登
美
枝
さ
ん（
93
歳
） 

特　
養

早
坂　
孝
夫
さ
ん（
72
歳
） 

西
居
辺
北

松
嶋　
勝
治
さ
ん（
93
歳
） 

い
こ
い

飯
島　
眞
房
さ
ん（
73
歳
） 

美　
園

継続的にコロッケ等を寄贈��～㈱北海道フーズ～
　
令
和
５
年
９
月
か
ら
令
和
６

年
９
月
ま
で
の
間
、
株
式
会
社

北
海
道
フ
ー
ズ（
田
中
秀
明
代

表
取
締
役
社
長
）か
ら
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
・
認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
所
・
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
等
へ
コ
ロ
ッ
ケ
等
の
食
品

を
継
続
的
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

～
心
よ
り

 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
～

士
幌
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

士
幌
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

暮らしのカレンダー 10月
日にち 行　　　　　　　事 場所

1 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:30～11:30 スマイル教室 保セ
13:00～14:00 ふまねっと タウン
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

2 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:30～15:00 パパママ教室① 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

3 ㊍
受付時間は個別通知 もぐもぐ教室 保セ

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

4 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
9:00～11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
5 土
6 日

7 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～11:00 ぴよぴよ広場 中児
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）

8 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
9:30～11:30 早期介入運動教室 保セ

☆10:00～11:30 キッズ・クラブ 認定こ
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

9 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:30～15:00 パパママ教室② 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
10 ㊍☆ 9:30～11:30 なかよくあそぼ 中児

11 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 わんぱくの日 認定こ
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
12 土
13 日
14 月

15 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～14:00 ふまねっと タウン
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

16 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～10:10 受付 むし歯予防教室 保セ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:00～14:00 ふまねっと 中士幌

日にち 行　　　　　　　事 場所

17 ㊍ 受付時間は個別通知 乳児健診 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

18 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆ 9:30～11:30 おひさまの日 認定こ
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
19 土
20 日

21 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）

22 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

23 ㊌

9:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

24 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

25 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
26 土
27 日

28 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:15～13:30 受付 予防接種 保セ

（BCG・麻しん風しん混合）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

29 ㊋ 13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

30 ㊌☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

31 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
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保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション

認定こ→認定こども園なかよし
国保 →国保病院
中士幌→中士幌地区公民館

タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター

【凡　例】

※�子育て支援は０歳児から就学前のお子さんを持つ家庭の方が
対象です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆印の
お問い合わせや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－
４１０２）または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで
※�まる元運動教室は、地域包括支援センター（電話５－２１８８）
にご相談ください。
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